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今回の表紙　「学生企画による企業見学バスツアー」出発直前の学生
特集１のテーマは、就職活動。昨今、大学生の就職活動の激化が叫ばれていますが、
宮崎公立大学（以下、ＭＭＵ）では、学生が他の学生のために企画・運営等を行う「企
業見学バスツアー」が開催されます。写真は、第３回ツアー出発前の様子。「自ら取り
組む」という、本誌の学生記者活動にもつながる、ＭＭＵらしいイベントです。（P. ２へ）07vol.

宮崎公立大学広報誌『MMU SHiP』は、ＭＭＵの学生と職員が企画・取材・執筆・デザインを行っています。

知っているようで
知らない就活のコト

ＭＭＵで自分・家族・
地域を守る人になろう
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特集１
履　歴　書

就職活動を迎える皆さんへ一言
「まずは会いに来てください。そこ
から、私達はあなたのサポーター
です」

就職支援室　宮田 瑞美さん

知っているようで
知らない就活のコト
MMU がどのような就職支援の取り組みを行ってい
るのか、また MMU の学生がどのような就職活動を
行っているのかについて、ご紹介します！

就職支援室の
全貌を公開！

97平 成 ２ ６ 年
ＭＭＵ卒業生
就 職 決 定 率

.7%
達成！

　　

就職活動を迎える皆さんへ一言
「漕ぎ出せ　広い荒海へ」

就職支援室　黒木 基 室長

就職支援室　山本 登 室長補佐

就職活動を迎える皆さんへ一言
「夢の実現に向けて一緒に頑張
りましょう」

就職支援室　竹下 淳一 係長

就職活動を迎える皆さんへ一言
「大学生には多くの時間があり
ますので、自分のやりたいこと
を見つけてどんどんチャレンジ
してください」

エントリーシート・一般常識・
SPI（適性検査）・面接・公務員
試験の対策本や、企業が公開して
いる基本情報が掲載されている
四季報など、就職に関する本が並
んでいる。内容・冊数ともに充実
しているため、対策本などは購入
せず、就職支援室で借りて使用し
ているという学生も。

MMU への求人票と、卒業生が
自身で就職活動について記録し
た「卒業生進路届」が自由に閲
覧できるようになっている。進
路届には、各企業の試験内容や
就活のコツ等、先輩からのアド
バイスが書かれており、就職活
動を経験した学生ならではの生
の声を知ることができる。

就職支援室の奥にある「面接室」。
この部屋では、職員が就職活動
に関する相談を受けたり、エン
トリーシート・履歴書の添削を
行ったりしている。時には面接
の練習場所として使用されるこ
とも。

インターネット検索ができるパ
ソコンが３台、プリンタが１台
設置されている。就職に関して
気になる情報があれば、ここで
すぐに調べることができる。

学生達のためのフリースペース。
対策本などを閲覧したり、エン
トリーシートを記入したりする
だけでなく、就職活動生間の情
報交換の場としても利用されて
いる。学生によると、「ここでお
互いを励まし合うことで、モチ
ベーションを向上することがで
きた」との声も。

「就職支援室」とは、「キャリア
支援係」と「就職支援係」で構
成されている、学生の就職活動
支援を行う部署のこと。就職に
関する情報や、職員からのアド
バイスを求めて、MMU の学生
が通っています。

① フリースペース ② 面接室 ③ 検索コーナー ④ 求人票・進路届コーナー ⑤ 就活対策本コーナー

①

②

③
④ ⑤

適性検査・解説
進路選択支援セミナー

正課のキャリア科目による職業意識の醸成
適性検査・解説
進路選択支援セミナー
学生企画による企業見学バスツアー

第１回就職ガイダンス（就活スタートアップ）
第２回就職ガイダンス（就活支援事業について）
自己分析セミナー
第３回就職ガイダンス（就職活動への心構え）
就活メイクアップセミナー
就活スーツ着こなしセミナー
学生企画による企業見学バスツアー
学内公務員講座（８月〜３月）
インターンシップ

第４回就職ガイダンス（就職活動の進め方）
自己分析シートによる面談（３年生全員）
就職対策テスト
会社を知るための日経の活用講座
第５回就職ガイダンス
　（履歴書・エントリーシートの書き方）
面接試験対策講座（マナー実技演習）
就職活動を終えた４年生との座談会
合同企業説明会バスツアー（福岡）
面接試験対策講座（集団面接演習）
公務員模擬試験

教員採用模擬試験
第６回就職ガイダンス（内定獲得に向けて）
学内企業説明会
公務員試験対策模擬面接（個人・集団）

MMU では、入学時から卒業時までの就職・進路サポートプ
ログラムに基づき、少人数教育を生かして、学生一人一人に
対し、きめ細やかで充実した就職活動支援を行っています。

１
年
次

２
年
次

３
年
次
前
期

３
年
次
後
期

４
年
次

就職・進路サポートプログラム

４ページで詳しくご紹介！

　
「
就
職
活
動
は
餅
つ
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１
年
次
か
ら
２
年
次
ま
で
は
、
餅
米
を
蒸
す
、
準

備
期
間
。
３
年
次
は
餅
を
つ
き
始
め
る
、
活
動
開

始
期
間
。
そ
し
て
、
４
年
次
は
餅
を
完
成
さ
せ
る
、

い
わ
ば
内
定
獲
得
を
目
指
す
期
間
。
餅
の
美
味
し

さ
は
、
ど
れ
だ
け
丁
寧
に
準
備
で
き
た
か
で
決
ま

る
よ
う
に
、
就
職
活
動
も
、
１
年
次
か
ら
２
年
次

に
ど
れ
だ
け
準
備
で
き
て
い
る
か
で
決
ま
る
」。
こ

う
語
っ
た
の
は
、
就
職
支
援
室
の
黒
木
基
室
長
。

４
年
間
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、「
学

生
が
、
１
０
０
％
希
望
に
近
い
企
業
に
就
職
す
る

こ
と
」
を
目
標
に
掲
げ
、
就
職
の
質
の
向
上
を
追

求
し
て
い
る
。
希
望
す
る
進
路
の
実
現
の
た
め
に

学
生
に
求
め
る
こ
と
は
、
学
生
生
活
の
早
い
段
階

で
、
学
生
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組
め
る
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
１
年
次
か
ら
２
年
次
の

準
備
期
間
に
行
う
進
路
選
択
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
教

養
課
程
の
科
目
「
キ
ャ
リ
ア
設
計
」
を
通
じ
て
、

そ
の
必
要
性
を
ぜ
ひ
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
就
職
の
質
の
向
上
の
た
め
、
就
職
支
援

室
が
尽
力
し
て
い
る
の
が
、
学
生
と
の
「
信
頼
関

係
の
構
築
」
で
あ
る
。
学
生
の
就
職
活
動
を
最
優

先
に
考
え
、
少
人
数
教
育
な
ら
で
は
の
利
点
を
生

か
し
、
一
人
一
人
に
声
を
か
け
、
進
路
へ
の
希
望

や
悩
み
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
全
員

の
名
前
を
覚
え
る
努
力
も
惜
し
ま
な
い
。
３
年
次

後
期
で
の
自
己
分
析
シ
ー
ト
に
よ
る
面
談
の
際
、

各
学
生
の
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
写
真
撮
影
を
行
い
、

学
生
全
員
の
名
前
を
覚
え
、
常
に
就
職
活
動
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
学
生
の
現
状
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
で
、
学
生
一
人
一
人

に
対
し
、
き
め
細
や
か
で
充
実
し
た
就
職
活
動
支

援
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
今
日
も
、
就
職
支
援
室
は
学
生
か
ら
の
「
内
定

を
取
り
ま
し
た
！
」
と
い
う
喜
び
の
声
を
待
っ
て

い
る
。
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特集１　知っているようで知らない就活のコト

木寺さんの就活
M

UST ITEM

小
池

さ
ん

の
就

活

MUST ITEM
手帳

就活対策ノート

企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
？

4■記事　福守 鴻人（１年）

Meiji Seika ファルマ株式会社 内定
小池 沙也佳さん（４年 国際協力・地域経済ゼミ）

私が企画・実施しました！
QA

就
職
活
動
を
終
え
た
ば
か
り
の
私
が
携
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
就
職
活
動
生
に
近
い
目
線
で
、
参
加
学
生
の
要

望
を
反
映
し
た
企
画
が
で
き
る
点
に
魅
力
を
感
じ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、
旅
行
会
社
の
内
定
を

獲
得
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
企
画
・
行
程
な
ら

参
加
者
が
集
ま
る
か
を
考
え
る
こ
と
や
、
訪
問
先
の
企

業
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
験
す
る
こ
と
も
、
就
職
後
の

自
分
に
と
っ
て
有
益
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

特
に
気
を
つ
け
た
点
は
あ
り
ま
す
か
？

QA
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
の
企
画
で
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
ら
、

発
表
練
習
時
間
以
外
で
も
声
を
か
け
た
り
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

こ
の
企
画
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
か
？

QA
企
画
の
大
変
さ
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
が
携
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
一
つ
の
ツ
ア
ー
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
実
感
し

ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
も
、
注
意
事
項
の
案
内
や
参
加

者
の
誘
導
な
ど
、
添
乗
員
の
よ
う
な
役
割
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
内
定
先
で
あ
る
旅
行
会
社
で
の
座
学

研
修
で
、
添
乗
に
関
す
る
資
格
を
取
得
し
て
い
た
の

で
、そ
の
知
識
を
生
か
す
、良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

就活は自分自身が成長するためにも経験すべきこと

自分の適性を考慮して、成果が給料に反映
されやすい民間企業への就職を希望してい
ました。東京などの都市部は九州に比べて
就活のスタートが早いこともあります。常
に逆算して行動するように心がけていまし
たね。同時に就職支援室で様々な情報を分
析し、どの分野へ進むべきかを具体的に考
えていました。

Q.1 就職活動を始める際、どのよう
なことを意識していましたか？

就職支援室の職員の方には、面接練習を繰
り返す中で、細やかで的確なアドバイスを
いただき、手厚くサポートをしていただき
ました。また、他の就活生と情報交換をし
たり、時に世間話をしたりして、心身とも
に助けになりました。就職支援室とは今で
も繋がりがありますよ。この大学に入って
一番良かったと思えるくらい、就職支援室
の存在は私にとって貴重でした。

Q.3（Q.2 を踏まえ）就職活動にお
いてどのように活かされましたか？ 

相談しやすい環境でとても居心地がいいん
ですよ。自分と同じ就活生が同じ場所にい
ることも励みになります。また、先輩方の
同意を得た就活の記録が公開されているの
で、MMU の学生が過去にどのような会社
に決まったのかなどを詳細に知ることがで
き、企業研究にも役立ちます。他大学では
個人情報として公開されていない場合もあ
るため、ここは MMU の大きな強みかと。

Q.2 就職支援室の魅力は？

就活は自分自身が成長するためにも経験す
べきことであり、必要なことだと思います。
そして実際にいろんな人と話してみること
です。私は在学期間中に海外7カ国を旅し、
留学を経験する中でいろんな人と話をしま
した。就活でも同じように、たくさんの人
と出会えたので楽しかったです。

Q.4 最後に一言お願いします！

佐賀県庁 内定
木寺 瞳さん（４年 行政論ゼミ）

ゼミ活動等の経験が就活に生かされた

自分の経験を振り返ることで、私自身を知
る「自己分析」の大切さです。ゼミやアル
バイトなどの経験を振り返ってみると、自
分がどんな役割を担っているのか、自分が
人と比べて何が得意なのか明確になりま
す。この自己分析をすることによって、履
歴書上や面接などで自信を持って自分をア
ピールすることができました。

Q.3 就職活動を通して気づいたこと
を教えてください。

大学進学で故郷佐賀を離れ、さらに地元愛
が強まったことで、将来は、好きな佐賀の
役に立つことがしたいと思っていました。
２年後期からのゼミで行政論を学んでいく
うちに、その多岐に渡る仕事内容に魅力を
感じ、県庁職員になろうと決めました。

Q.1 公務員を志望した理由は何です
か？

就職支援室の職員の方に面接官役を務めて
いただき、1 回の面接につき平均 5 回は
練習を行うようにしていました。その時教
わったことは、質問の意図をしっかりと捉
えて、自分の考えを自分の言葉で話すこと
が大事だということ。緊張で焦らないため
にも、面接の練習は重要だと思います。

Q.2 面接対策の方法を教えてくださ
い。

ゼミ生と協力して研究発表を行うことで学
んだチームワークの大切さやプレゼン方法
など、MMU での一つ一つの経験が就活に
生かされたと思います。また、チームで何
か一つの課題に取り組む時に、全員が同じ
目標を認識できるよう、全員の目線を揃え
ることが重要であると学びました。就職先
でも、その経験を生かして、リーダーシッ
プを発揮していきたいです。

会社名・時間・場所を書き込み、
スケジュール管理を徹底しました！

①バスツアーは朝の学生の受付からスタート。出発３０分前
から、本企画実施者の山﨑さん（4 年）が参加学生の集合状
況を確認します。

②バス内での注意事項の案内を行う山﨑さん。その後も、学
生の誘導、訪問先でのプログラム進行などで大活躍！

①社員の方に MMU にお越しいただき、学生が旅行企画を提
案するプレゼンの時間が設けられました。当日までの約１カ
月間、グループごとに準備・練習を行ってきた成果披露の場。
選考会場のような緊張感が漂っていました。

②プレゼン発表後、社員の方から各グループの企画内容につ
いて講評をいただきました。学生にとっては「社員の方から
生のフィードバックをもらえたことが嬉しい」「企画の大変さ
を知ることができた」など、大きな収穫があったようです。

山﨑 翔平さん
４年　政治学ゼミ　

志望先について調べたことや自
分の意見を１冊のノートにまと
め、面接・論文に臨みました！

①グループディスカッションを体験。ホンダロックから指
定されたテーマについて各グループ内で話し合い、最後に
発表を行いました。そのテーマは直前まで告知されなかっ
たため、不安を感じていた学生もいたようですが、「グルー
プワークをすることで企業理解が深まった」と貴重な経験
になったようです。

②お昼は社員食堂を体験。朝から緊張の連続だった学生が
笑顔になったひとときでした。

　   9:30 〜 12:30　株式会社ホンダロック

①②社員の方との座談会。３名の MMU 卒業生に参加いた
だきました。座談会形式だったことで、現役社員の方に対し、
社内の雰囲気や、記者という仕事の大変さなど、自分の知
りたいことをピンポイントで聞くことができたようです。

　   13:20 〜 15:20　株式会社宮崎日日新聞社

　  15:40 〜 17:40　株式会社エイチアイエス at MMU

　 9:00　MMU 出発

Q.4 MMU で学んだことは就職活動
において、どのように生かされまし
たか？

① ② ① ②

②

②①

①

１．企画の学内プレゼン
２．訪問先企業の決定・調整
３．実施企画書の作成
４．企業へのあいさつ・説明
５．学生募集広告の作成

６．学生への事前研修
７．ツアー行程の打ち合わせ
８．添乗
９．アンケート集計分析
10. 反省会（振り返り）

企業見学バスツアー　企画・運営プロセス

参加した学生からは、「実際に行って話を聞いてみないとわからないことがあると実感した」
「自分に合った企業選択をする手段として有意義な企画だと思う」などの感想がありました。

学生企画による第３回企業見学バスツアー （体験型） に迫る！

「企業見学バスツアー」は、趣旨・目的の構想、企画の立案や準備、参加者募集から当日の添乗業務
までを全て学生が行います。今回は、MMU ４年生が、後輩である３年生のために企画・実施した第
３回ツアーに迫りました！

内定者が語る
MMU の就活事情



Major （専門）：

MMU SHiP vol.077

Theme1 中国語は音
　大学では中国文学を専攻したけど、日本文学に未練が
あって１年の春は転学を考えてた。でも、ふと聞こえた中
国語の響きに感動して、「自分の身体からこんなきれいな
音を出したい！」とスイッチが入った。言語はまず音！　
特に中国語はね。１年生は上級生からの指導の下、１年間
毎朝発音の特訓。２年生になってからは毎朝１年生を教え
た。中国語を遣うには１にも２にも１０にも発音（笑）!
だから、ＭＭＵの中国語課程でも発音を重視しています。

Theme 2 言語学習は異文化体験
　他言語を学ぶことで「ある一つの言語の枠を通して世界
を認識している」ことに気づく。日本語の「肩こり」を知っ
て肩がこり始めるようにね（笑）！　自分が持っている枠
に気づけば、それ以前よりその枠から自由になれる。たと
え上級者になれなくても、この「視点」獲得に他言語学習
の意味がある。

Theme 3 異文化実習について
　蘇州大学（中国の実習先）で一カ月「暮らす」というこ
と自体が「実習」。その土地の空気や音や匂いが五感に馴
染んできて、他

よ そ
所に行って蘇州大に戻るとホッとして懐か

しいと思う。少し前まで地球上に存在することすら知らな
かった場所なのに。そういう体験を通して「世界のどこで
もそうあり得る」ことが理屈抜きで分かるようになる。ま
だ自分が知らないどんな平凡な片隅にも自分が好きになる
場所があって好きになる人がいる、と。世界の感じ方が変
わってくる。こういう「世界観」をMMUで育てていけたら。

Theme 4 研究テーマについて
　研究テーマは「中国文化史上における屈原像の変遷と
継承」。屈原は個人名を冠する作品を残した中国史上初の
詩人で、彼の人生を伝えたのは、あの司馬遷の『史記』。
中国の文人は天下国家に志す。志には挫折が付きもの。
そこから悲劇的浪漫が生まれる。中国の文学・文芸に特
徴的な系譜性、政治性、男子の悲劇的情緒…。それは病
であり美意識であり、時々うんざりするけど（笑）「面白
い」と思って追いかけています。

Theme ５ 低成長時代にめぐりあわせた学生たちへ
　大学時代は苦学生。新聞店に住み込んで新聞配達をしな
がら進学した。親からは一銭の支援も受けなかった。跡取
りの長男が生まれるまでに娘が３人も生まれていたから、
家では娘たちは高校までと決めていた。向かい風に全力で
突進するように生きていたから、暇を持て余す学友たちと
はそぐわなかった。それが８０年代中国の生真面目さや社
会性の強い中国文学に惹かれた一因かも。
　MMU で教え始めた頃は学生に全力で向かって怖がられ
た（笑）。これでも今は力を抜くよう気を付けているんだけ
ど（笑）。「老後は半世紀早い！」「もっと青くて角があって
いい！」「熱いのは恥ずかしいことじゃない！」と言いたい。

Theme ６ 戦後７０年に、戦後１００年を考える
　今年は戦後７０年。まさに「山雨欲来風満楼」の気配？
戦後１００年の東アジアは、どんな姿であるべきなのか、
そのために今年からの３０年に何をすべきか、その歳月
を担っていく学生たちと、「地域」に根ざした国際化を掲
げる MMU は考えて行くべきだと思う。

ー Ｍ Ｍ Ｕ 教 員 の 頭 の 中 ーKYO-SHiP
ＭＭＵの教員が、講義では垣間
見られない「頭の中」を語ります Vol.06

田宮 昌子 准教授

大学では中国文学を専攻。広告代理店勤務や渡米渡欧を経て、
愛知大学大学院中国研究科で中国思想を研究。博士後期課程を
満期退学して、1999 年 MMU に赴任。

Associate Professor　Masako Tamiya 

■記事　七野 帆乃美（2 年　文化人類学ゼミ） 
　取材　at　茉莉花

■記事　武藤 桜華（１年）

　実際の投票率を年代別に見ると２０
代は低く、５０代以上が高くなる傾向
にありますが、今回は意識調査という
こともあって、「はい」と回答した学
生が大半を占めています。学生１人１
人にこの意識が根付けば実際の投票率
も上昇するでしょう。
　「選挙に行かず政治に不満を言うの
はおかしい」というコメントが多数あ
りましたが、これは実に基本的な意見

ですね。逆に、「選挙に行っても行か
なくても何も変わらない」という意見
がありましたが、新しいリーダーが決
まれば新しい政策が始まりますから、
変わらないはずがないんです。ただし、
学生の皆さんが多様な意見を持ってい
るということは、少なからず今の政治
に不満があることの表れでしょう。そ
の不満を選挙に行く理由にし、投票に
繋げてほしいですね。

テーマ：選挙 投票したいと思いますか？
対象：ＭＭＵの「日本国憲法」（平成２６年１２月１７日）、「日本国憲法入門」（同１９日）
の受講者（開放授業としての市民受講生を含む）及びウェブサイトによるアンケート（同
１３日～３１日）に回答したＭＭＵの学生。有効回答数：288 人
※未成年者は、「選挙権があった場合の投票する意思の有無」を回答。

専門家の目
リーダーが代われば政治は変わる

有馬 晋作 教授
（行政論ゼミ）
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（中国文化論）

はいいいえ
253人

（87.85%)
35人

（12.15%)

私たちの生活にプラスになる事業が
行われることを期待し、一票を投じ
たいと思います。

戸髙 七海さん（１年）

選挙に行かないのに、政治にどうこ
う言う資格はないと考えます。

赤塚 未来さん（２年　教育学ゼミ）

選挙権を持ってから、自分にも政治
に対して責任があるという感覚を持
つようになりました。

和田 悠さん（２年　民俗学ゼミ）

本当に日本のこと、将来のことを考
えてくれる人がいたら投票したい。

（２年　女性）

ウェブ上で投票できるようになって
ほしい。（１年　女性）

支持したいと思う政党・候補者がい
ない。（２年　男性）

若者がもっと投票することで、若者
のための政策が生まれると思いま
す。これから自分たちが国を背負う
のに、選挙を人任せにできません。

末永 美恵子さん（１年）

関心がなくても、私たちの生活に
政治が無関係というわけではあり
ません。ぜひ１人でも多くの人に
選挙に行ってほしいです。

原口 広夢さん
（２年　ネットワークゼミ）

VOICEREALM M U  M E M B E R S H i P
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■記事　七野 帆乃美（２年　文化人類学ゼミ）

特集２　ＭＭＵで自分・家族・地域を守る人になろう

3
１５回の講義に出席し（１２回以上出席し、
欠席した講義も補講を受ける）、レポートを
提出、救命救急講習を受け、防災士資格試
験受験の要件を満たす。５０分間の試験を
受け、７割以上正解で晴れて防災士の資格
が取得できる。
防災士の知識を生かし、地域の防災の担い
手、地域のリーダーとして活動する。

資格試験を受験

1
防災士の役割（宮崎県防災ネットワーク）
津波の仕組みと被害（宮崎大学工学部准教授）
土砂災害と対策（国土交通省宮崎河川国道事務所副所長）
火山噴火の仕組みと被害（宮崎大学工学部准教授）
緊急救助技術を身につける（宮崎市消防局）
行政の災害対応（宮崎市危機管理局）
災害とボランティア活動（宮崎県社会福祉協議会）
耐震診断と補強（宮崎大学農学部教授）
災害医療（宮崎市郡医師会病院医師）
地震の仕組みと被害（宮崎大学工学部教授）
地域の自主防災活動（みやざき公共・協働研究会事務局長）
災害情報の発信と入手（MRT 宮崎放送アナウンサー、宮崎日日新聞社報道部次長）
公的機関による予報・警報（宮崎地方気象台予報官）
災害と危機管理（宮崎県危機管理局）
災害と損害保険（日本損害保険協会九州支部事務局長）

（※毎週レポートの提出あり）

消防士、学者、ジャーナリスト、行政、医師などバラ
エティーにとんだスペシャリストを講師に迎え、より
実践的な講義を展開。災害が起きた時、確実に対応で
きる基礎を身につけていく。

「自然災害と防災・減災」講義内容（平成２６年度実績）

講義「自然災害と防災・減災」を受講

辻 利則 教授
「自然災害と防災・減災」担当

日頃から地域や職場の人たちと
協力して啓発活動に努める。昨
今の大災害においてもこの共
助が大きな助けとなっている。
MMU の学生はぜひともここで力
を発揮し、防災への意識を高め
てほしい。

地域・職場で

助け合い、被害

の拡大を防ぐ

共助 受講者の声
はじめは、自分の事として捉え
ていませんでしたが、災害への
意識が変わりました。同僚の

「やり始めたら最後までやらな
いと」という言葉に背中を押さ
れ、学生さん達と一緒に毎回良
い雰囲気で受講できてよかった
です。最後まで取り組めば自分
が思ったことは出来るんだと前
向きになれました。

山田 幸子 さん
（開放授業受講生）

講義を通して、普段聞くことの
ない貴重な話を聞くことができ、
災害について何も対策を講じて
いないことに危機感を覚えまし
た。この講義を受ける前と受け
た後での防災・減災に対する意
識はとても変わり、災害に対す
る知識を多く習得することがで
きたと思います。そして、防災
士にも合格しました。

山内 栞 さん
（２年　ネットワークゼミ）

STEP

STEP

まずは自分の命を守ることがで
きなければ、家族や隣人を助け
ることはできない。日頃から身
の回りの備えを行い、防災・減
災への知識や技能を習得し、絶
えずスキルアップに努める。

自助

自分の命は

自分で守る

地域の防災コミュニティの形成
に積極的に参加して様々な組織、
団体との連携を心がける。お互
いに顔の見える関係をつくり上
げ、災害に対する事前の備えが
ある地域社会づくりに貢献。大
規模災害被災地へ「助け合いの
精神」のもと、可能な範囲でボ
ランティア活動を行うことが期
待される。

協働 

市民・企業・

自治体・防災機

関等が協力して

活動する
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政

の
活
動
等
を
学
ぶ
。例
え
ば
、「
も
し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
中
で
地
震
に
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
」
と
い
う
実
践
的
な
も
の
も
あ
る
。
ち
な
み
に

正
解
は
「
全
て
の
階
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
と
り

あ
え
ず
止
ま
っ
た
階
で
降
り
る
」
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
建
学
の
理
念
の
１
つ
に
、「
地
域
貢
献
」

が
あ
る
。
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
学
生
が
緊

急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
励
ん
で
い
る
の
だ
。ま
た
、

市
民
の
方
が
学
生
と
共
に
講
義
を
受
け
る
「
開
放
授

業
」
の
対
象
で
も
あ
る
本
科
目
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ
か
ら
広
く

地
域
社
会
へ
、
ま
た
個
々
人
の
身
近
な
家
族
や
友
人

を
守
る
た
め
に
も
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
着
実
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。

講義「自然災害と防災・減災」を通じて

ＭＭＵで自分・家族・
地域を守る人になろう

特集２

消防士、消防団の方を講師に招き、救命救急術を学ぶ。
①胸骨圧迫、②人口呼吸、③ＡＥＤを使った心肺蘇生術、
④止血法等。災害時だけでなく、日常においても必要とな
る可能性があるこれらの救命術を着実に身につけ、身近な
人、大切な人を自分で助ける術をマスターする。

2救命救急講習を受講

防災士
資格取得の３ステップ

　自然災害の多い日本に住むために必要な知識を身につけ、
大学生活そして卒業後も生かしてもらいたいと思い、MMU
で「自然災害と防災・減災」を開講しました。
　毎週１つのテーマを取り上げ、レポートの提出を課し、
１つ１つを大事にしっかりと考えられたのではないかと思
います。講師陣も、自分達の町を自分達で考えようと、地
元「宮崎」のメンバーを揃えました。初年度となる今年は、
開放授業受講生である社会人の方 16 名を含め、200 名以
上が受講し、63 名が「防災士」試験を受験しました。
　将来予想される災害への備えだけでなく、今、住んでい
る町で、人と人との繋がりが必要だということも学びます。
MMU は県外出身の学生も多く、「実家の親にも学んだこと
を伝えないと」という感想を多く聞きました。命を守るた
めの知識を、受講した学生１人１人が家族・友達・周りの
人たちと話をして広めていく。若い人たちがこの講義をきっ
かけに、町づくりに興味を持ち、その中から数名が地域の
リーダーとして活動していくようになれば、ものすごい「力」
になると思います。
　今後、こういったことを学内にとどまらずＭＭＵから発
信していけたらいいですね。

自分が暮らす町での
人との繋がりが必要

●　　　　　　●
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松　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
、

そ
う
い
う
苦
難
が
待
ち
受
け
て

い
る
と
理
解
し
た
上
で
「
な
り

た
い
」
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

新
人
教
師
の
内
は
う
ま
く
い
か

ず
に
困
る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う

け
ど
、
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な

く
、
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

與　
き
っ
と
、
簡
単
に
は
生
徒

の
力
に
な
れ
な
い
と
思
う
ん
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、い
つ
か「
ど

う
し
た
の
？
」
っ
て
力
を
貸
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
な
ぁ
っ
て

思
い
ま
す
。

多　

 

Ｍ
Ｍ
Ｕ
で
教
師
を
目
指

す
良
さ
は
、
ど
こ
に
あ
る
と
思

い
ま
す
か
？

與　
教
育
大
学
じ
ゃ
な
い
と
こ

ろ
が
魅
力
的
で
す
ね
。

恩　
同
感
で
す
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
ほ
う
が
、
幅
広
い
知
識

を
身
に
つ
け
た
上
で
教
師
に
な
れ
る
か
ら
良
い
で

す
よ
ね
。

松　
ど
の
大
学
に
い
て
も
、
教
師
に
な
れ
る
人
は
な

れ
る
し
、
な
れ
な
い
人
は
な
れ
な
い
か
ら
ね
。

與　
Ｍ
Ｍ
Ｕ
は
、
教
育
学
部
と
比
べ
た
ら
教
育
実
習

の
場
数
を
踏
む
回
数
が
少
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

教
師
に
な
る
た
め
の
専
門
性
を
極
め
る
点
は
弱
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
ど
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
は
自
分
が
動

こ
う
と
思
え
ば
動
け
る
し
、
そ
の
た
め
の
授
業
や
体

験
の
場
も
充
実
し
て
い
ま
す
よ
。

恩　
ち
な
み
に
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
は
教
職
履
修
者
向
け
の

サ
ー
ク
ル
「
ち
ぃ
ー
て
ぃ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
授
業
の
練
習
を
し
た
り
、
教
育
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
た
り
で
き
ま
す
よ
。

松　
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
は
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
辿

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
試
行
錯
誤
し
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
行
く
ん
で
す
。

與　
一
本
道
じ
ゃ
な
い
っ
て
こ
と
で
す
ね
！

SH
iPPO

RI

〜
教
師
の
卵
の
ホ
ン
ネ

多
田
（
以
下
、
多
） 

教
師
に
な

ろ
う
と
決
め
た
き
っ
か
け
は
？

松
本
（
以
下
、
松
）
昔
か
ら

よ
く
「
教
え
方
が
上
手
だ
ね
」

「
説
明
が
分
か
り
や
す
い
」
と

言
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
今
は
教
師
に
な

る
の
が
目
標
で
す
が
、
正
直
、

担
当
教
科
に
は
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
生
徒
た
ち
に
は

「
生
き
方
」
を
教
え
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

與
那（
以
下
、與
）　
中
学
の
頃
、

陸
上
部
に
所
属
し
て
、
部
活
動

一
本
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
自
分
の
学
校
の

先
生
に
加
え
て
他
校
の
先
生
と

も
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
多
く
の
先
生
方
と
さ
ま
ざ

ま
な
会
話
を
し
て
い
く
中
で
、
学
校
が
楽
し
い
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
私
も
学
校
で
働
き
た
い
っ
て
思
い
ま
し
た
。

恩
田
（
以
下
、
恩
）　
僕
の
中
学
時
代
の
担
任
の
先

生
が
、
一
人
一
人
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
く
れ
る
方
で
、

今
で
も
憧
れ
の
存
在
で
す
。
ま
た
、
僕
の
好
き
な

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
舞
台
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
１

カ
月
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
感

じ
た
英
語
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
生
徒
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

多　
「
い
じ
め
」や「
学

級
崩
壊
」
…
…
怖
く

あ
り
ま
せ
ん
か
？

恩　

む
し
ろ
、
そ
こ

に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
そ
う
い

う
問
題
こ
そ
、
日
本

の
教
育
現
場
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

学生記者　多田

教職履修用の教科書

松本 和樹 さん
３年　英語教育学ゼミ

恩田 拓 さん
２年　教育学ゼミ與那 真帆 さん

２年　英語教育学ゼミ

―
公
費
留
学
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
両
親
が
新
婚
旅
行
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
っ
た
話

を
聞
き
、
興
味
が
湧
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
中

学
２
年
の
頃
に
１
カ
月
間
、
大
学
１
年
の
頃
に
２
カ

月
間
、
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
ま
し
た
し
、
中
学
の
頃
に

は
も
う
「
大
学
時
代
に
絶
対
、１
年
間
留
学
す
る
！
」

と
決
め
て
い
ま
し
た
ね
。
当
時
は
ま
だ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
が

英
国
と
協
定
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
留
学
準
備
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
高
校
の
頃
、
英
語
を
ひ
た
す
ら
勉
強
し
た
こ
と

で
、
大
学
入
学
後
に
初
め
て
受
け
た
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で

８
０
０
点
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
英
語

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
洋
楽
や
洋
画
、
塾
講
師
の
ア

ル
バ
イ
ト
等
で
英
語
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

留
学
先
で
国
際
政
治
を
学
び
た
か
っ
た
た
め
、
そ
れ

に
関
す
る
文
献
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

―
公
費
留
学
中
の
勉
強
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
Ｎ
Ｚ
で
は
、
英
語
で
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。
安

全
保
障
の
理
論
や
具
体
例
、
戦
争
、
歴
史
等
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
初
は
英
語
の
訛
り
に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ル
ー
ム
メ
イ
ト
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
２
週
間
で
慣
れ
ま
し
た
。
わ
か
ら
な

い
と
き
に
「
わ
か
ら
な
い
」
と
言
い
や
す
い
授
業
で

し
た
ね
。
先
生
が
喋
っ
て
い
る
の
を
止
め
て
、
学
生

の
疑
問
点
を
聞
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
光
景
で
す
。

―
留
学
時
の
準
備
物
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い                    

　
少
な
い
荷
物
で
向
か
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
も

の
が
現
地
で
買
え
る
か
ら
、大
丈
夫
で
し
た
ね
。ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
持
っ
て
い

く
と
、
身
軽
で
便
利
で
す
。
あ
と
は
、
ネ
イ
ル
な
ど

の
オ
シ
ャ
レ
道
具
を
持
っ
て
お
く
と
楽
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

―
留
学
中
の
思
い
出
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

長
期
休
暇
を
使
っ
て
、
ホ
ス
テ
ル 

に
泊
ま
り

な
が
ら
バ
ス
で
一
人
旅
を
し
ま
し
た
。
旅
の
途
中

で
、
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
よ
！　
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
化
し
た
の
は

Ｎ
Ｚ
が
初
め
て
ら
し
い
ん
で
す
。
最
初
は
１
４
０

メ
ー
ト
ル
を
飛
ぶ
つ
も
り
で
し
た
が
、
川
が
増
水

し
て
い
た
か
ら
40
メ
ー
ト
ル
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
。

あ
ぁ
、
低
い
な
っ
て
（
笑
）。
上
に
立
っ
た
瞬
間
は

ひ
や
り
と
し
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
！　
他

に
も
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
、
ク
ジ
ラ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
…
…

ひ
た
す
ら
自
然
を
堪
能
し
ま
し
た
ね
。

―
公
費
留
学
に
行
く
前
と
後
で
の
変
化
は
？

　
行
動
力
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
、
積
極
性
が
、

以
前
の
留
学
後
よ
り
も
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

た
と
い
う
感
じ
で
す
。「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
べ
」

と
ゼ
ミ
の
先
生
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
ね
。
留
学

視 界
よしっ!Y O S H i P !

世界へ漕ぎだせ !

前
に
も
そ
う
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
成
績
も
ち
ゃ

ん
と
ク
ラ
ス
１
の
点
数
や
Ａ
評
価
を
と
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

―
公
費
留
学
を
目
指
す
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　
ガ
ッ
チ
ガ
チ
に
勉
強
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
楽
し

い
こ
と
を
見
つ
け
な
が
ら
勉
強
し
た
ほ
う
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ
っ
て
、
け
っ
こ
う
真
面
目
な

子
が
多
い
で
す
よ
ね
。
一
生
懸
命
勉
強
し
て
真
面
目

に
留
学
し
に
行
く
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
私
は
、
楽
し

み
な
が
ら
勉
強
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。「
よ

く
学
び
、
よ
く
遊
べ
」
！

＊
ホ
ス
テ
ル
…
１
部
屋
に
ベ
ッ
ド
が
４
～
16
個
ほ
ど
並

ぶ
宿
泊
施
設
。
キ
ッ
チ
ン
や
リ
ビ
ン
グ
が
あ
り
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
造
り
に
な
っ
て
お
り
、
同
じ
部
屋

に
、
知
ら
な
い
人
同
士
で
泊
ま
る
。
安
く
て
人
気
！

 

公
費
留
学
（
ワ
イ
カ
ト
大
学
）
の
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
よ
る
支
援

 

●
該
当
期
間
の
授
業
料
免
除
（
Ｍ
Ｍ
Ｕ
及
び
ワ
イ
カ　

   

　

  

ト
大
学
に
支
払
う
授
業
料
の
全
て
を
免
除
）

 

●
該
当
期
間
、
奨
学
金
７
万
円
を
毎
月
支
給

 

●
渡
航
助
成
金
と
し
て
片
道
８
万
円
を
往
復
分
支
給

 

●
協
定
校
等
で
の
学
修
を
、
本
学
の
単
位
と
し
て
認
定

　
（
一
部
卒
業
単
位
と
し
て
利
用
可
能
）

 

※
発
行
時
現
在
。
支
援
内
容
は
渡
航
先
に
よ
っ
て
異　

　

  

な
り
ま
す
。

■
記
事　
多
田 

恵
菜
（
２
年　
大
衆
文
化
・
出
版
文
化
論
ゼ
ミ
）

MMU教職課程履修学生へのアンケート

その他：
「日本の教育現場に不満」
「教師になって日本を変えたい」等

距
離：9,300km

New Zealand

Japan

vol.07
ニュージーランド／ワイカト大学
New Zealand / The University of Waikato

田代 優里奈さん
４年　国際関係論ゼミ

ニュージーランドのワイカト大学に公費
留学をした田代さんに、その貴重な体験
談を語っていただきました

＊

（有効回答数：３２件）Q.あなたが教師を目指す理由は？

47%
25%

15%

9%
4%

座
談
会

■
記
事　
多
田 

恵
菜
（
２
年　
大
衆
文
化
・
出
版
文
化
論
ゼ
ミ
）

浴衣を通して日本文化をアピールする
田代さん

ＮＺの有名なソフトドリンク「レモン
＆パエロア」（L&P）に恋をした

ＭＭＵでは英語（中学校・高校一種）の教員免許を取得できますが、そのための単位は卒業単位に
含まれません。つまり、教職課程履修者は講義をより多く受講する必要があります。教職課程を履
修する上での苦楽やモチベーションについて、しっぽり語っていただきました。

親との約束だから

教員は公務員であり、
安定した職業だから

英語が得意で、それを
生かして働きたいから

大学入学前からの憧れの
職業だから



油津駅

日南郵便局

至宮崎市→

←至都城市

油津商店街

日南山形屋

油津港

油津港入口

MMU SHiP vol.07 12MMU SHiP vol.0713

@MIYAZAKI
アット ミヤザキ
学生独自の発想力・視点から、
新しい宮崎の魅せ方を提案する

広告コミュニケーションゼミ presents 

■記事　広告コミュニケーションゼミ生　一同

景
気
に
沸
い
た

　
　
　
港
町
「
油あ
ぶ
ら
つ津
」

　
宮
崎
県
の
南
部
に
位
置
す
る
日
南
市
は
、
日
向
灘

に
面
し
、
特
産
の
飫お

び肥
杉
に
囲
ま
れ
た
自
然
溢
れ
る

街
で
あ
る
。
中
で
も
日
南
市
油
津
地
区
は
、
古
く
か

ら
港
町
と
し
て
栄
え
、
昔
な
が
ら
の
景
観
の
残
る
町

だ
。油
津
の
地
名
は
、桓
武
天
皇
の
お
妃「
吾あ
ひ
ら
つ

平
津
姫
」

を
由
来
と
し
て
い
る
。

　
油
津
を
象
徴
す
る
「
堀
川
運
河
」
は
、
江
戸
時
代

に
開
削
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
当
時
日
本
中

か
ら
需
要
が
あ
っ
た
、
飫
肥
杉
を
運
ぶ
た
め
で
あ
っ

た
。
飫
肥
杉
は
粘
り
が
あ
り
、
水
に
強
い
こ
と
か
ら

造
船
材
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
。
こ
の
船
材
は
「
弁
甲
」

と
い
う
特
殊
な
名
前
で
、
イ
カ
ダ
に
組
ん
で
堀
川
運

河
を
下
り
、
油
津
港
へ
運
ん
で
い
た
。
こ
の
様
子
は

「
弁
甲
筏
流
し
」
と
呼
ば
れ
、
船
材
を
安
全
か
つ
安
価

に
運
ぶ
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
後
も
、
堀
川
運

河
は
飫
肥
林
業
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
10
年
に
行
わ
れ
た
堀
川
改

修
工
事
で
工
費
３
万
７
０
０
０
円
、
現
在
で
換
算
す

る
と
９
億
６
２
０
０
万
円
が
か
け
ら
れ
た
。
開
削
当

時
の
堀
川
運
河
に
か
け
ら
れ
た
費
用
や
労
力
が
い
か

に
莫
大
な
も
の
だ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

　
古
く
か
ら
天
然
の
良
港
と
し
て
有
名
だ
っ
た
油

津
港
は
、
港
湾
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
マ
グ

ロ
の
水
揚
げ
量
が
急
増
。
昭
和
６
年
に
は
、
３
６
，

８
１
７
尾
と
い
う
東
洋
一
の
マ
グ
ロ
水
揚
げ
を
誇

り
、
全
国
の
マ
グ
ロ
の
相
場
が
油
津
で
決
ま
っ
て
い

た
。
昭
和
39
年
に
は
、
戦
後
初
の
４
億
円
の
水
揚
げ

を
記
録
し
、
飫
肥
林
業
と
共
に
、
油
津
の
商
業
を
支

え
て
き
た
。

　
か
つ
て
の
油
津
の
繁
栄
は
、
今
も
古
き
良
き
風
景

と
し
て
こ
の
地
に
息
づ
い
て
い
る
。一
方
最
近
で
は
、

地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
新
た
な
空
間
作
り
も
活

発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
全
国
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
る
。
先
人
た
ち
が
成
し
遂
げ
た
偉
業
は
、
油
津

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
熱
い
想
い
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
。

杉村金物本店
　木造 3 階建の店舗兼住宅として昭
和７年に建設され、文化庁登録有形文
化財に指定されている。建築当初、マ
グロ漁が栄えた時には、漁船向けの漁
具をはじめ、水産・農工・鉄道・林業・
土木などで扱う道具や日用品も扱っ
ており、それらの商品が今も数多く現
存している。
　また、３階の廊下には戦時中の銃弾
跡が見られるなど、店内に足を踏み入
れると、まるで昭和にタイムスリップ
したような雰囲気を味わえる。

ABURATSU COFFEE
　商店街の一角に位置し、商店街再生
の第一弾としてオープン。昔、市民の
憩いの場だった喫茶店「麦藁帽子」の
跡地をリノベーションし、おしゃれに
敏感な若者だけでなく、麦藁帽子世代
の年配な方も来店する。
　店内では日替わりバケットやアサ
イーボウル等の軽食が楽しめる。中で
も、パンケーキは「九州パンケーキ」
を使っており、人気を集めている。

夢見橋
　飫肥杉を使い、ボルトや金物を使わ
ない伝統工法の「木組み」で造られた
橋。部材をつなぐ込み栓には、地元
小学生を中心に４千人の「夢」がメッ
セージとして書き込まれている。ま
た、油津の新たな憩いの場にもなって
おり、油津堀川まつりやスケッチ大会
などのイベントも開催されている。

　油津は、案内板やパンフレットがあらゆる所に設置されており、初めて訪れた人でも
気軽にまち歩きを楽しむことができます。今回は、そんな油津の現在の様子をちょこっ
と紹介します。ぜひ一度、足を運んではいかがですか？

 堀川橋
　明治３６年に堀川運河に架けられ、
文化庁登録有形文化財に登録されて
いる。長さ２１ｍ、幅４．８５ｍで、現
在でも現役の橋として人々の生活に
役立っている。また、平成４年には映
画「男はつらいよ」シリーズの舞台と
なったこともある。油津を代表する景
観の１つである。

ぶらぶら
油津

まち歩き
温故知新

小さな町の大きな歩み

@MIYAZAKI

吾平津神社

堀川橋

夢見橋

堀
川
運
河

マグロ水揚げ後の油津港 弁甲筏流しの様子

堀川橋周辺の様子

写真提供：日南市役所教育委員会
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全
学
的
な
「
保
護
者
説

明
会
」
を
、
宮
崎
公
立
大

学
後
援
会
と
の
共
催
に
よ

り
開
催
。
午
前
の
「
全
体

会
」
で
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
人
文

学
部
の
教
育
課
程
や
留
学

制
度
の
紹
介
、
海
外
で
の

研
修
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
経
験
し
た
学
生
に
よ
る
発
表
等
を
行
い
ま
し

た
。
午
後
は
、
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
保

護
者
の
方
と
教
職
員
が
直
接
話
せ
る
「
個
別
相
談

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。（
写
真
：
教
育
課
程
を
説

明
す
る
田
中
人
文
学
部
長
）　
ま
た
、
同
日
、
就
職

支
援
室
主
催
の
「
保
護
者
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
も
実
施
し
、
こ
ち
ら
に
も
多
く
の
保
護
者

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 P
ick

u
p

 N
ew

s

11

在
学
生
の
保
護
者
に
向
け
た

行
事
を
開
催

9

Ｅメールアドレス
mmu-ship@
fc.miyazaki-mu.ac.jp

学

生

記

者

紹

介

宮崎公立大学広報誌『ＭＭＵ ＳＨｉＰ』ｖｏｌ．７はお楽しみいただけましたか？
読者の皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしております！　右記のＥメールアドレスへ
お送りください。

＞＞
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本
当
で
す
！

　
私
た
ち
着
物
サ
ー
ク
ル
は
、
２
０
１
３
年
の

８
月
か
ら
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
！　

こ
の

サ
ー
ク
ル
で
は
、
装
道
礼
法
き
も
の
学
院
の
先

生
を
お
呼
び
し
て
、
浴
衣
か
ら
振
り
袖
ま
で
一

人
で
着
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
留
学
生
が
来
た
時
の
着
付
け
体

験
教
室
の
お
手
伝
い
等
も
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
単
に
着
付
け
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

礼
法
（
挨
拶
や
ふ
す
ま
の
開
け
方
な
ど
）
や
着

装
時
の
仕
草
・
振
る
舞
い
か
ら
学
び
、
内
面
か

ら
に
じ
み
出
る
美
し
さ
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

着
物
を
通
し
て
日
本
人
と
し
て
の
和
の
心
が
身

に
つ
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、社
会
人
に
な
っ

て
も
生
か
せ
る
ス
キ
ル
が
得
ら
れ
ま
す
よ
！

　
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
、
１

年
間
の
英
国
留
学
で
す
。
海
外
に
出
て
初
め
て
、

日
本
文
化
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
痛
感
し
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
、
こ
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
着
物
を
き
っ
か
け
に
日
本
文
化
を
知
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
着
物
は
、
帯

の
結
び
方
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
！

着
物
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
練
習
用
の
着
物

の
貸
出
を
行
っ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。
男
性
の
参
加
者
も
も
ち
ろ
ん
大
歓

迎
！　
週
に
１
回
活
動
し
て
い
ま
す
（
取
材
当

時
は
毎
週
月
曜
日
の
18
～
20
時
頃
）。

　
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の

和
室
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

GOSSHiP= ゴシップ＝噂。MMU の部・サークルに関する噂の真実を調査。×

い
い
だ
し
っ
ぺ

連
続
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ　
そ
の
６

旅
と
私

　

昭
和
四
十
九
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、

ひ
と
り
で
東
北
地
方
を
旅
行
し
た
。
当
時
大
阪

府
下
の
大
学
二
年
生
だ
っ
た
。

　
高
校
時
代
に
修
学
旅
行
で
東
京
都
や
栃
木
県

（
日
光
東
照
宮
な
ど
）
ま
で
行
っ
て
い
た
の
で
、

さ
ら
に
北
を
目
指
し
て
東
北
旅
行
を
思
い
立
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。四
十
年
後
の
今
、定
か
で
な
い
。

　
旅
行
を
実
現
す
る
た
め
に
夏
休
み
前
半
は
バ

イ
ト
を
し
た
。
大
阪
市
の
町
工
場
で
の
筋
肉
労

働
。
そ
の
資
金
を
も
と
に
、
大
阪
か
ら
東
京
経

由
で
東
北
を
目
指
し
た
。
交
通
手
段
は
基
本
的

に
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
で
、
周
遊
券
な
ど
を
利
用
し

た
記
憶
が
あ
る
。

　
正
確
な
旅
行
経
路
は
不
明
で
あ
る
。
私
の
記

憶
で
は
、
主
な
自
治
体
と
し
て
は
、
郡
山
、
二

本
松
、
仙
台
、
花
巻
、
釜
石
、
宮
古
、
盛
岡
、

む
つ
、
青
森
、
秋
田
、
山
形
、
そ
し
て
東
北
で

は
な
い
が
、
新
潟
、
佐
渡
、
金
沢
、
大
阪
と
い

う
流
れ
だ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
旅
館
や
民
宿
に

宿
泊
し
た
が
、
秋
田
駅
で
は
寝
袋
で
仮
眠
し
た

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
四
年
前
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
が
映
像

で
流
れ
て
い
た
。
特
に
気
に
な
っ
た
の
は
宮
古
、

釜
石
、
松
島
な
ど
で
あ
っ
た
。
私
の
旅
行
中
に

大
津
波
が
来
て
い
た
ら
、
二
十
歳
の
私
は
き
っ

と
津
波
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
。
今

回
の
犠
牲
者
の
中
に
は
偶
々
当
地
に
居
合
わ
せ

た
人
も
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
も
あ
の
大

◆
執
筆

　
山
口 

裕
司 

教
授

　
（
政
治
学
ゼ
ミ
）

震
災
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

　
東
北
を
旅
行
先
に
選
ん
だ
こ
と
で
、
必
然
的

に
松
尾
芭
蕉
の
『
奥
の
細
道
』
の
行
程
と
重
な

る
部
分
が
あ
っ
た
。
当
時
の
私
は
そ
れ
ほ
ど
俳

句
に
関
心
は
な
く
、
芭
蕉
を
意
識
し
て
東
北
を

選
ん
だ
訳
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
中
尊
寺
、

立
石
寺
な
ど
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
を
観
光
案
内
を

手
掛
か
り
に
実
際
回
っ
て
い
る
。
現
在
唯
一
の

趣
味
で
あ
る
俳
句
と
の
関
係
は
ど
う
説
明
し
た

ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
東
北
旅
行
は
句
作
を
始

め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
以
上
詮

索
す
る
の
は
よ
そ
う
。

　

東
北
旅
行
を
振
り
返
る
と
結
果
的
に
有
益

だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
四
十
七
都
道
府

県
め
ぐ
り
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
そ
れ
を
成
就
し

た
の
は
五
十
二
歳
の
頃
だ
っ
た
。
学
会
な
ど
を

利
用
し
て
そ
れ
な
り
の
地
域
に
行
く
が
、
東
北

で
は
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
ぐ
ら
い
で
は
な
い

か
。
若
い
う
ち
に
東
北
旅
行
を
し
て
い
た
の
は

全
国
め
ぐ
り
と
い
う
意
味
で
良
か
っ
た
。　
　

　
ち
な
み
に
、
四
十
七
番
目
に
訪
問
し
た
の
は

鳥
取
県
で
あ
る
。
大
阪
時
代
、
い
つ
で
も
行
け

る
と
思
っ
て
い
た
の
が
悪
か
っ
た
。宮
崎
に
戻
っ

て
み
る
と
鳥
取
は
行
き
づ
ら
い
場
所
と
な
っ
た
。

と
は
い
え
着
地
せ
ず
に
通
過
し
た
だ
け
の
県
も

あ
る
。
埼
玉
、
群
馬
、
富
山
の
三
県
だ
。
そ
の

う
ち
着
地
し
た
い
。

１
９
９
１
年
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。
学
校
法
人
南
京
都
学
園
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

を
経
て
、
１
９
９
３
年
開
学
当
初
か
ら
宮
崎
公
立
大
学
専
任
講

師
と
し
て
着
任
。
２
０
０
２
年
よ
り
現
職
。

CIRCLE
GOSHiP

DE

今
回
の
噂:

見
事
に
復
活
し
た
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
っ
て
本
当
？

お
答
え
し
ま
す
！

一度に３本の取材・記事執筆をしたのは初めて

です。幾度も難航しましたが、なんとか形にな

りました。学務課のクリンガーさん、取材・ア

ンケートに協力してくださった皆さま、読者の

あなたに感謝です！
　多田 恵菜（２年　大衆文化・出版文化論ゼミ）

前回より主体的に関わりたいと思い参加しましたが、また周りの皆様に助けられる形となり、感謝しています。冬も終わり暖かくのびのびとした春が来ます。MMU の桜並木と新学期が今から楽しみです。　七野 帆乃美
　（２年　文化人類学ゼミ）

今回初めて制作に携わらせて頂き
ました。協力してくださった方々、
本当にありがとうございました。
　武藤 桜華（１年）

2 期続けて学生記者を務めさせて
いただきました。特集1の記事が、
一人でも多くの学生にとってわず
かであれプラスになれば、こんな
に嬉しいことはありません。　福守 鴻人（１年）

　
『
可
能
性
』　
辞
書
に
は
「
実
現
や
実
行
の
見
込

み
が
あ
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
今
回
初
め
て
Ｍ

Ｍ
Ｕ　
Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
編
集
に
参
加
し
、
学
生
記
者
の

発
想
や
着
眼
点
、
好
奇
心
、
行
動
力
に
こ
れ
か
ら

の
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
社
会
に
出
て

時
が
経
つ
と
可
能
性
の
限
界
を
意
識
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
編
集
に
携
わ
る
過
程
で
、
自
分
の

感
覚
が
試
さ
れ
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
取
材
相
手
の
方
と
の
一
期
一
会
を
大
切
に
し
て

Ｍ
Ｍ
Ｕ
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
学
生
記
者

の
想
い
を
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
る
一

冊
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
■
担
当　
椎
葉 

聡
美
（
企
画
総
務
課 

経
理
係
）

編

集

後

記

訃
報

　

金
子
正
光
教
授
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

26
年
10
月
22
日
（
水
）、
く
も
膜
下
出
血
の
た
め

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
60
歳
で
し
た
。
同
教

授
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
開
学
に
あ
た
っ
て
設
置
さ
れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
の
委
員
を
務
め
る

等
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
礎
を
築
い
た
お
一
人
で
し
た
。

　
専
門
分
野
で
あ
る
情
報
科
学
の
研
究
に
邁
進

し
、
多
く
の
学
生
に
対
し
て
熱
意
を
持
っ
て
教

育
に
あ
た
ら
れ
る
と
共
に
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

や
情
報
機
器
操
作
に
関

す
る
生
涯
学
習
事
業
で
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
に
広
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

金
子
教
授
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

19
日　
定
期
公
開
講
座「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
メ
デ
ィ

　
　
　
ア
」
を
開
講
（
〜
10
月
17
日
）

14
日　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
を
開
催

１
日　
大
学
祭
「
凌
雲
祭
」
開
催
（
〜
２
日
）

７
日　
学
生
選
書
ツ
ア
ー
を
実
施

９
日　
「
保
護
者
説
明
会
」「
保
護
者
の
た
め
の
就

　
　
　
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催

18
日　
学
生
企
画
に
よ
る
第
２
回
企
業
見
学
バ
ス

　
　
　
ツ
ア
ー
（
体
験
型
）
を
実
施

25
日　
公
開
研
究
発
表
の
一
環
と
し
て
、「
福
祉
協
力

　
　
　

 

員
の
視
察
研
修
会
」
に
お
い
て
辻
教
授
が
発

　
　
　

 

表
（
於
宮
崎
西
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
）

18
日　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催（
〜
19
日
）

23
日　
宮
崎
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
１
４
を
Ｍ
Ｍ
Ｕ
で
開
催

26
日　
短
期
研
修
生
受
入
れ
事
業
を
実
施
（
蔚
山

　
　
　
科
学
大
学
校
生
、
〜
２
月
20
日
）

８
日　
卒
業
論
文
発
表
会
を
開
催
（
〜
18
日
）

10
日　
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
実
施

21
日　
阪
本
准
教
授
に
よ
る
自
主
講
座
「
大
衆
社

　
　
　
会
と
出
版
文
化
」
を
開
講

21
日　
小
学
６
年
生
向
け
の
英
語
講
座
を
開
講

　
　
　
（
〜
３
月
１
日
）

24
日　
平
成
26
年
度
卒
業
式
を
挙
行

102 O
cto

b
er

N
ov

em
b

er

D
ecem

b
er

J
an

u
ary

F
eb

ru
ary

111213M
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9

S
ep

tem
b

er

■
記
事　
多
田 

恵
菜

　
　
　
　
（
２
年　
大
衆
文
化
・
出
版
文
化
論
ゼ
ミ
）

廣田 育子さん（卒業生）
英米文学ゼミ出身
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「
国
際
協
力
」
を
始
め
た
ル
ー
ツ

　
き
っ
か
け
は
、
小
学
生
の
頃
。
授
業
で
ア
フ
リ
カ

の
写
真
に
つ
い
て
、先
生
が
何
度
も
「
可
哀
そ
う
だ
」

と
表
現
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、「
現
地
の
人
は
、

常
に
自
分
た
ち
が
可
哀
そ
う
と
感
じ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
は
ず
」
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
を
母

に
話
す
と
「
実
際
に
見
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

自
分
の
目
で
見
て
考
え
た
こ
と
を
人
に
伝
え
ら
れ
る

人
に
な
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
時
か
ら
「
い

つ
か
ア
フ
リ
カ
に
行
こ
う
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
入
学
し
た
の
も
、
ア
フ
リ
カ
に
行

く
な
ら
幅
広
い
知
識
と
教
養
が
必
要
だ
と
い
う
高
校

の
先
生
の
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
時
代

　
Ｍ
Ｍ
Ｕ
卒
業
後
、
大
学
院
を
出
て
か
ら
２
年
間
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
エ
イ
ズ
対

策
隊
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
水
が

３
カ
月
出
な
い
・
家
で
電
気
が
週
２
回
し
か
使
え
な

い
等
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
中
で
の
生
活
で

し
た
。

　
や
り
が
い
を
感
じ
た
の
は
現
地
の
人
々
に
目
標
を

持
っ
て
も
ら
え
た
時
。
日
本
に
比
べ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ
イ

ズ
が
身
近
な
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し

た
こ
と
で
、
仕
事
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
り
村
八
分
に

さ
れ
る
等
、
差
別
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
、
生
き
方
や
人
生
設
計
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
れ
た
こ
と
が
自
分
に
と
っ

て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ

Ａ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
と
共
に
生
き
る
人
々
）
の

「
明
日
を
ど
う
生
き
る
か
」「
自
分
が
子
ど
も
た
ち
に

残
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
何
か
」
と
い
っ
た
設
計

を
促
す
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
呼
び
か
け
に
し
て

も
、
現
地
の
市
役
所
や
機
関
等
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
が
、
き
っ
と
私
が
外
国
人
だ
か
ら
こ
そ
話

を
聞
い
て
も
ら
え
た
の
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
仕
事
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
際
協
力
推
進
員
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
・
相
談
、
学
校
で
の
国
際
協

力
出
前
講
座
、
地
方
自
治
体
等
と
の
国
際
協
力
推
進

事
業
、「
草
の
根
事
業
」
と
い
う
日
本
の
地
方
自
治

体
や
民
間
企
業
・
団
体
に
よ
る
開
発
途
上
国
へ
の
協

力
活
動
の
支
援
等
…
国
内
外
の
人
と
組
織
を
繋
ぐ
た

め
の
宮
崎
の
窓
口
を
務
め
て
い
ま
す
。
言
葉
や
経
験

で
人
と
人
・
国
と
国
を
繋
ぐ
と
い
う
こ
と
が
責
任
で

も
あ
り
、
や
り
が
い
で
す
。

　
た
だ
、
国
際
協
力
は
な
く
な
る
こ
と
が
理
想
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
支
援
す
る
、
さ
れ
る
と
い
う
関
係

を
正
当
化
し
た
く
な
い
と
い
う
矛
盾
の
中
で
生
き
て

い
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
ね
。
国
際
協
力
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
で
は
な
い
、
そ
う
思
い
ま
す
。
協
力
隊
時
代

は
、
そ
の
国
に
必
要
と
さ
れ
て
派
遣
さ
れ
た
は
ず
な

の
に
、
私
が
い
な
く
て
も
派
遣
先
の
事
業
は
機
能
し

て
い
る
と
感
じ
、辛
く
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
人
と
の
距
離
が
近
づ
く
よ
う
に
、
固
有
名
詞
で
の

つ
な
が
り
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
自
分

が
ひ
と
り
の
人
と
し
て
、
ひ
と
り
の
人
と
付
き
合
う

と
い
う
よ
う
な
。
相
手
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
る
と

さ
ら
に
知
り
た
く
な
る
し
、
そ
の
人
を
通
じ
て
、
人

や
物
事
と
の
新
た
な
出
会
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
大
学
内
は
世
界
と
同
様
に
異
文
化
だ
ら
け
だ
と
思

い
ま
す
。
学
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
々
と
出

会
っ
て
話
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
う
ま
く
や
っ
て

い
け
る
か
分
か
ら
な
い
と
感
じ
て
も
、
視
点
を
変
化

さ
せ
て
自
分
が
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か
考
え
て
み

る
と
良
い
で
す
よ
。
そ
の
中
で
出
会
っ
た
人
々
と
の

縁
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
…
あ
っ
、
こ
れ
ら
は

自
分
自
身
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
（
笑
）。

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

２
０
０
３
年
設
立
の
外
務
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
。
政

府
開
発
援
助
の
実
施
機
関
と
し
て
多
様
な
国
際
協
力
・
援

助
を
行
う
。

　
　■

記
事　
武
藤 

桜
華
（
１
年
）←

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
サ

イ
ト

は
　

こ
ち

ら
か

ら
ア

ク
セ

ス
！

社会で活躍するＭＭＵ卒業生に社会人とし
ての近況を語っていただきました

JICA デスク宮崎
国際協力推進員

北園 さつ紀 さん国際協力は
チャリティーではない

平成 16 年度卒業生
国際法ゼミ（当時）

（写真 : 平成 24 年 タンザニアにて）


